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Ｎｏ．１７０     平成29年3月1日 国土交通省 渡良瀬川河川事務所 地域広報官 

栃木県立足利清風高等学校／足利市、NPO法人足尾歴史館が 
 

（担当：総務課） 

 今年度で３１回目の開催となる「手づくり郷土（ふるさと）賞」（国土交通大臣表彰）におい
て、栃木県内では栃木県立足利清風高等学校高校／足利市、ＮＰＯ法人足尾歴史館の２団体の取
り組みが認定されました。 
 また、平成２９年１月２２日に開催された「手づくり郷土賞グランプリ２０１６ ～磨いて 
光った 郷土（ふるさと）自慢～」において、会場参加者の投票により栃木県立足利清風高等学
校がベストプレゼン賞に決定しました。 
 これを受けて、平成２９年２月２３日に渡良瀬川河川事務所において、受賞された２団体に対
する「手づくり郷土賞認定証」の授与および「ベストプレゼン賞」の表彰を執り行いました。 

ふるさとしょう 

平成２８年度「手づくり郷土賞（一般部門）」を受賞しました 

足利の魅力再発見！ 
 ～高校生のロケツーリズム～ 

 「映像のまち構想」を掲げている足利市では、市内のいたる 
所でロケが行われている。 
 足利清風高校ビジネス研究部で 
は、若年層の観光客を誘客するた 
め、「ロケ地」という新たなツー 
ルを活用して、観光ガイドマップ 
『あし恋ＭＡＰ』を作成した。ま 
た、作成したマップに基づいたロ 
ケ地巡りツアーを開催し、高校生 
自身が観光ガイドに挑戦するなど、 
足利市の魅力を内外に発信し、地 
域の活性化に貢献している。 

ＮＰＯ法人 足尾歴史館 

日本の近代化を支えた足尾の 
 産業遺産等を活用した地域おこし 

 ＮＰＯ法人足尾歴史館は、足尾地域の歴史・文化の普及と継 
承を図り、地域の振興に寄与することを目的に設立された団体 
である。 
 足尾の歴史に関する資料館 
を運営しているほか、昔、足 
尾の町中を走っていた「ガソ 
リンカー」を復元し、毎月第 
一週の土日に、試乗会を開催 
したり、地元のわたらせ渓谷 
鐵道と連携したイベントを開 
催するなど、地域の活性化に 
貢献している。 

    栃木県立足利清風高等学校／足利市 

一般部門受賞／ベストプレゼン賞 一般部門受賞 



２ 

第18回砂防関係工事安全施工研究発表会が開催されました 
～最優秀賞を渡良瀬川河川事務所推薦「中村土建(株)村野聡紀さん」が受賞～ 

（担当：工務課） 

 

《 審 査 結 果 》   

 建設労働災害ゼロを目指して、建設工事現場における安全対策はこれまで以上に重要な課題と

なっています。平成８年１２月６日に新潟県と長野県の県境に位置する蒲原沢の工事現場で土石

流災害が発生し、多くの方の尊い命が失われました。 

 この災害を契機に、安全施工技術のさらなる向上を目指して、平成１１年度より「砂防関係工

事安全施工研究発表会」を実施しており、今年度は平成２９年２月１０日（金）にさいたま新都

心合同庁舎２号館で開催されました。 

 自然環境の厳しい砂防工事現場は、その安全対策が各現場ごとに千差万別で、それぞれの現場

で培った創意工夫を共有することが重要であります。 

 当日は工事関係者約１４０名が出席する中、関東地方整備局管内の砂防関係４事務所の各安全

協議会及び東京都、山梨県から選出された６課題について、各工事の現場代理人等が工事現場で

の安全対策について発表しました。 

 審査は、関東地方整備局企画部工事品質調整官、河川部河川保全管理官、厚生労働省埼玉労働

局労働基準部主任地方労働衛生専門官、国立研究開発法人土木研究所土砂管理研究グループ長と

砂防関係４事務所長の８名により、現場における安全対策やその効果と有益性について審査が行

なわれました。（結果は、上記のとおり） 

 また、特別講演として「近年の災害からの教訓」と題して一般社団法人全国治水砂防協会岡本

理事長より講演が行われました。 

（敬称略） 

【中村土建(株)村野さんの発表の様子】 【会場の様子】 

最優秀賞 中村土建(株) 村 野 聡 紀 

優 秀 賞 渡辺建設(株) 高 橋 将 貫 

奨 励 賞 五洋・山田建設 

  共同企業体 中 下 正 勝 

奨 励 賞 風間興業(株) 風 間 隆 二 

奨 励 賞 冨士島建設(株) 小宮山竜一 

奨 励 賞 (株)佐藤組 野 崎 勝 也 






